


























　ジェイムズ一世の在位（1603 年～ 25 年）中に議会は 4 度開かれた。それを示せば次のとお
りである。（1）
第一議会；1604 年～ 10 年　第一会期 1604 年 3 月 19 日～ 7 月 7 日
　　　　　　　　　　　　 第二会期 1605 年 11 月 5 日～ 1606 年 5 月 27 日
　　　　　　　　　　　　 第三会期 1606 年 11 月 18 日～ 1607 年 7 月 4 日
　　　　　　　　　　　　 第四会期 1610 年 2 月 9 日～ 7 月 23 日
　　　　　　　　　　　　 第五会期 1610 年 10 月 16 日～ 12 月 6 日
　　　　　　　　　　　　 議会解散 1611 年 1 月 7 日
第二議会；1614 年　　　　 1614 年 4 月 5 日～ 6 月 7 日





第三議会；1621 年　　　　 1621 年 1 月 30 日～ 12 月 18 日
　　　　　　　　　　　　 議会解散 1622 年 1 月 6 日
第四議会；1624 年　　　　 1624 年 2 月 19 日～ 5 月 29 日
　　　　　　　　　　　　 議会解散 1625 年 3 月 27 日（国王崩御に伴う解散）
　第一議会は、1606 年に 3 つ、1610 年に 1 つの補助税を承認したが、付加関税についてはそ
の違法性批判が繰り返しなされた。1604 年のベイト事件の裁判で国王の付加関税賦課権を合憲
とする判決が出て、1608 年に大蔵卿ソールズベリ伯ロバート・セシルが付加関税の大幅拡張を
し、これに対して 1610 年に庶民院が付加関税批判請願を提出し（7 月）、さらにセシルが後見
権・徴発権と付加関税の廃止と議会の恒久税承認を取引する「大契約」を提案しそれが失敗す
る（11 月）という経過を経て、1611 年 1 月に第一議会は解散された。（2）三年後の 1614 年に開
かれた第二議会は、多額の負債を削減させるための議会の供与を得るために開かれた。開会さ
れた 4 月 5 日に国王は議会の供与を求めるスピーチをし、庶民院はそれについて 4 月 12 日に
議論したが国王の要求に積極的に応ずることはなく先延ばしにするだけであった。論議はむし
ろ、国王が議会供与を承認させるために議











一気に激化した。庶民院は付加課税廃止の請願を国王に提出するすることにし、5 月 21 日に
貴族院に共同歩調をとることを申し入れた。庶民院の申し出への貴族院の対応は消極的で、両
院間の協議は停滞した。6 月 3 日に国王は供与の議論をしないのなら議会を解散すると通告し
た。それに対して議会側は解散する前に付加関税について納得のいく回答をするよう求めた。
国王はこれに応じず 6 月 7 日に議会解散を強行した。（3）議会は「苦情の救済」の先行実施を求
1）　D.L. Smith, The Stuart Parliaments 1603-1689（1999）,p.236.
















る。」（5）さらにジェイムズは、第二議会（「混乱議会」）解散直後の 14 年 6 月に、スペイン
大使サーミエント（Gondomar 伯 Diego Sarmiento）に次のように述べている。「カスティラ





3）　 T.L.Moir, The Addled Parliament of 1614（1958）,viii. undertaker and impositions, pp.97-113;R.H.Fritz 
and W.B.Robinson （ed.,）, Historical Dictionary of Stuart England, 1603-1689（1996）,E.N.Lindquist,‘Addled 
Parliament’,pp.5-6.
4）　 1606 ～ 7 年にイングランドとスコットランドを正式に統一する意図がイングランド議会で挫かれた
こともジェイムズ一世 & 六世が議会不信を募らせる要因であった。イングランド議会に対するよう
な嫌悪感をジェイムズはスコットランド議会に対してはもっていなかった。M.Lee Jr, Great Britain’s 
Solomon:James VI and I in His Three Kingdoms （1990）, pp.93･4.
5）　 A.Thrush,’ The Personal Rule of James I, 1611-1620’,in T.Cogswell,R.Cust and P. Lake （ed.）, Politics, 






から「大契約」失敗を国王と議会の「共犯」とするのが G.L. ハリスである。G.L.Harriss,’Medieval 





認を拒否するとして引かなかった時、ジェイムズは議会解散で応じた。14 年の 2 カ月ばかり
の混乱議会を含む 1610-20 年の間、ジェイムズの胸中には議会開会は最後の選択肢であり可能
な限り議会抜きの統治すなわち「親政」をおこなうとの意思を持っていた。そのため議会の回


















7） A.G.R.Smith, ‘ Crown,  Parliament and finance: the Great  Contract of 1610’, in P.Clark, A.G.R.Smith 
and N.Tyacke（eds.）, The English Commonwealth 1547-1640: Essays in Politics and Society（1979）,p.126; 
C.Russell, ＇ Parliamentary history in perspective, 1604-1629’,History ,61（1976）,p.6,n.18；Lee,op.
cit.,p.93；L.Stone, The Crisis of  the  Aristocracy 1558-1641（1965）,pp.103-4; R.Zaller, The Parliament of 1621: 
A  Study in Constitutional Confl ict （1971）, p.18. ジェイムズの議会嫌いについては同時代の庶民院副助手の 
J.Rushworth も言及している。Historical Collections of Private Papers of State（1721）,I,p.20.
8） Thrush,op.cit.,p.85. 酒井『混合王政と租税国家』286 頁以降 ,329 頁以降。c.f. H.G. Koenigsberger, 




　ジェイムズは 1610 年議会における「大契約」失敗とその翌年 1 月の解散の後、議会召集は
財政収支を合わせるのに万策尽きた時に限るとの意思を固めたはしたが、財政難は時をおか
ず「最後の手段」を取らせることになった。バークシャー選出の前議員ヘンリー・ネヴィルは
早くも 1 月 10 日にジェイムズに議会召集に応じるならば、自ら国務卿の職を得て議会対策は
万全を期すと奏上した。（9）この提言は実らなかったが議会開会の必要性は強まり、大蔵卿ロバ -
ト・セシルの他界（12 年 5 月）後、財務府長官（Chancellor of Exchequer）ジュリアス・シー
ザーは、50 万ポンドの国王負債を減らし年 16 万ポンドの経常収支の赤字をなくするために議
会の開会の必要性を説いた。議会嫌いのジェイムズもこれらの提言に耳を傾けざるを得なかっ
た。経費節約を実行し男爵位販売や 1611-1 年の強制公債（玉璽付き借入）などで当面の財政
難を糊塗しようとしたが効果は小さかった。シティからの新たな借入を求めたが、1610 年 4 月
の借入の返済が進んでいなかったので無理であった。（10）12 年 7 月、国王はあらためてネヴィル
を招いてその助言を求めたため一般には議会間もなしとの思いが広がった。（11）
　このとき皇太子ヘンリに二つの縁談話がもちこまれ高額の持参金が財政難のカンフル剤にな









10） R.Ashton, The Crown and the Money Market 1603-1640（1960）,pp118-20.



















7 年）。そのマリ・ド・メディシスに宮廷内スペイン派は、持参金として 21 万ポンド以上を提
案しないように釘を刺した。この間イギリスでは大蔵委員会による倹約政策によっても財政状
況の改善は進まず、ジェイムズ一世は結婚政策についてフランス側の煮え切らない姿勢に業を







































議会を非難した。しかしジェイムズに幸いしたのは、親王コンデ公の反乱が 14 年 5 月 5 日に
敢え無く鎮圧されたことで、フランスが政治的に平穏を取り戻し英仏間の婚姻交渉も再開さ
れ、それとともに国王の議会依存度は減った。（16）14 年 6 月 7 日に議会は一切「供与の承認」を
することなく解散された。
三 .「徳金」の賦課、新建築物課金、コッケイン企画
　フランスの国内事情の平穏化に伴い英仏間の婚姻交渉を再開するため、1614 年 8 月に大使エ
ドモンズが再度パリに送られた。しかし、国王負債は 14 年 5 月時点で 68 万ポンドに上ってお
15） N. E. McClure（ed.）, The Letters of John Chamberlain（1939）, I. p.391； C.S.P.V.,1610-3,p.452;Thrush, ‘The 
French Marriage and Origins of the 1614 Parliament’, in S.Clucas and R.Davies（eds.）, The Crisis and 
the Addled Parliament: Literary and Historical Perspectives（2002）, pp.25-35.
16） ガクソットは、この時の親王コンデ公の反乱を 1614 年の 11 月とし、親王コンデ公を「大コンデ」と
している。「大コンデ」ルイ二世の生没年は 1621 － 86 年であり、14 年の反乱を起こしたのはコン









える」「徳金（benevolence）」でとりあえず 65,000 ポンドが見込まれた。（18）第四は、14 年に就
任した大蔵卿サフォーク伯トーマス・ハワードに命じて案出させた新収入策で、一つが、ロン
















17）Ashton, The Crown and the Money Market,pp.120-1.
18） F.C.Dietz, English Public Finance 1558-1641,vol. two（1964）, p.158 ; J.Cramsie, Kingship And Crown Finance Under 
James VI And I 1603-1625（2002）, pp.34- 5,;do.’Crown Finance and Reform The Legacy of the ‘Addled 
Parliament’’, in Clucas and Davies（eds.）, The Crisis and the Addled Parliament ,p.40.
19）Dietz, op .cit.,p.159.
20） オールダーマン・コッケインの企画について次を参照。Dietz. ibid. , p.159; A. Friis, Alderman Cockayne’s 
Project and Cloth Trade: The Commercial Policy of England in its Main Aspects 1603-1625（1917）,p.239; B.E.Supple, 
Commercial Crisis and Change in England 1600-1642（1959）,pp.33-51;J.D.Benson, Cooperation to Competition 
English Perspective and Policy on Anglo-Dutch Economic Relations During the Reign of James I（1990）,pp.23-65 ; 『大
塚久雄著作集第二巻』（1969 年）、93-4,113-4 頁、浜林正夫『イギリス市民革命史』（1971 年）、50 頁。

































22） K.Sharpe, Sir Robert Cotton 1586-1631（1979）,p.131.




















に目途が立ったことが考えられる。15 年 12 月にルーダン（Loudon）で対立する（元）摂政マ





24） J. Sppeding, The Letters and the Life of Francis Bacon （1861-74）,V,pp.192,204; J.D.Alsop, ‘The Privy 
Council debate and committees for fiscal reform September 1615’HR,68（1995）.
25）C.S.P.V.,1615-17,p.53.
26）Thrush,op.cit.,p.91.
27） Spedding, The Letters and the Life of Francis Bacon ,vol.V,pp.179-91. この時付加関税を織り込んだ既存の関
税率表の廃止が同時に提言された。この進言は 1621 年に大蔵卿になる関税請負人ライオネル・クラン
フィールドが最初に提起したものである。酒井『近代イギリス財政史研究』84-95 頁。
28）C.S.P.V.,1615-17,　p.89;S..R.  Gardiner, History of England（1896-1901）,II, p.368.





























却以外の方法はなく、16 年 5 月についにジェイムズは「警告都市」の売却に踏み切った。「警
30） J.R.Jones, The Anglo-Dutch Wars of the Seventeenth Century（1996）,p.195.
31） C.S.P.V. ,1615-17,p.117. ;Dietz, op. cit .,p.162； Ashton, The Crown and the Money Market , p.22; Gardiner, 
History of England,II, p.369.




告都市」売却代金 25 万ポンドの初回の分割金一万ポンドが 1616 年 6 月に支払われた。（34）
　「警告都市」の売却は 25 万ポンドの臨時収入をもたらしたが、当面の財政的困窮を克服し
て議会開会を回避ないし先延ばしするには不十分であった。ジェイムズは枢密院に、当面必
要な財政資金は 215,000 ポンドで「都市」売却益 250,000 ポンドとの差額は 35,000 ポンドとな






















　1617 年 3 月にスペインとの婚姻交渉に進展の兆しが見えた。駐英スペイン大使サーミエン
34）C.S.P.D.,1611-18,p.368 ; Acts of the Privy Council,1615-1616,pp.541-3.
35）Thrush,op.cit.,p.93,n.56.


























39） Ashton, The Crown and the Money Market ,p.122 ; Friis, Alderman Cockayne’s Project ,p369. この時のジャイ
ルズモンペッソンらへの森林を巡る独占的特許（隠匿地・浸食地の摘発と年金放棄の見返りとする摘
発地の授与など）に関する議会論議について次を参照。酒井重喜『近世イギリスのフォレスト政策』
（2013 年）､ 79-102,123-133 頁；W.Notestein and others（eds.）,Commons Debates in 1621,VII,pp.379-86. ブ
レナーは旧マーチャントアドヴェンチャラーズへの特許状再交付に付き総額 8 万ポンドが国王に納め
られたとしている。R.Brenner, Merchants and Revolution : Commercial Change, Political Confl ict and London’


















入れ経費削減に尽力した。19 年には後見裁判所主事（Master of Court of Wards）に就き、就




　ジェイムズの倹約政策は一定の成果を上げ、1619 年 10 月作成の収支表では、経常勘定で
44,864 ポンドの余剰を生んでいた。20 年 3 月までに累積負債は 712,206 ポンドに減少した。こ
うした財政状況のわずかな好転を一層確実にするために議会開会を求める主張は強かった。顧
問官ジュリアス・シーザーは 20 年 1 月に議会開会を強く求め、財政改善には新たな公債の発





44）Ashton, The Crown and The Money Market,p.126.
45）注（27）参照。C.P.Hill, Who’s Who in Stuart Britain（1988）,pp.31-2.
46） 不完全徴収関税はクランフィールドの創案ではなく 1558 年の関税率表にもみられる。Dietz,op.




べ、宮廷・海軍・軍需部に総額 63,000 ポンドの経費削減を命じた。Cramsie,’Addled Parliament’, in 





フェルディナントの代官をプラハ城の窓外に放擲する事件を起こした。一方で、1619 年 8 月
28 日にフェルディナントがボヘミア選帝侯としてフランクフルト皇帝選出会議に参加してそこ
で神聖ローマ皇帝フェルデュナント 2 世となった。（49）































るかどうか気をもんでいる」（10 月 28 日）と書き、ヴェネティア大使は「国王は、（議会開会
の）必要性がおのずから消え去ってくれるかあるいは（議会開会という）忌まわしい日がなる









ジェイムズ一世第 1 議会第 1 会期（1604 年）にすでに議員たちは国王の議会観に不信を募らせ








51） 同じ 1620 年の 11 月に三十年戦争の嚆矢となるプラハ近郊のヴァイザー・ベルク（ビーラー・ホラ）
の戦いで新教軍は皇帝軍に敢え無く敗北し、ボヘミア王で前年皇帝になったフェルディナント二世が
反乱軍に壊滅的な報復をした。菊池良生『戦うハプスブルク家』（1995 年）47 頁；C.V. ウェッジウッ
ド（瀬原義生訳）『ドイツ三十年戦争』（2003 年）133 頁；薩摩秀登『物語チェコの歴史』（2010 年）
154 頁。
52） Thrush, op. cit, p.97. ジョン・チェンバレンは、世論の卓越したバロメーターでジェイムズ一世期イ
ギリスの最良の手紙作家とされる人物。McClure, Chamberlain Letters, Ⅱ, pp. 322-3；C.S.P.V.,1619-
21,p.472.
53） Spedding, The Letters and the Life of Francis Bacon ,vol.VII,pp.114-15;J.F.Larkin and P.L.Hughes（eds）, 
Stuart Royal Proclamations, vol.I : Royal Proclamations of King James I 1603-1625（1973）,pp.493-5.
54）Thrush,op.cit.,p.97.
55） Journal of House of Commons,I,271;P.Croft, ‘The debate on annual parliaments in the early seventeenth 
century’, Parliaments, Estates and Representation, 16（1996）, p.169.
56） 匿名文書名’A dialogue between Phileleutros or a parliament man, and Philopolites a lover of his 
country; or Motives to induce an annual parliament ’in P.Croft, ‘Annual parliaments and the long 
parliment’,BIHR,59（1986）,p.155.











　娘婿フレデリックのボヘミア王即位（1619 年 8 月）は神聖ローマ皇帝への敵対行為であり
故国プファルツも攻撃対象になり故国の選帝侯位も剥奪されババリア侯に与えられた。こうし
た事態にあってもジェイムズの議会嫌いは頑なで議会の財政協力を得てフレデリックを支援す














58） Sir Walter Raleigh, ‘ The Prerogative of the Parliament Proved in a Dialogue between a 
Counsellor of State and a Justice of the Peace’, in William Oldys and Thomas Park, The Harleian 
Miscellany,V,194-225; R.Cust, The Forced Loan and English Politics 1626-1628（1987）,p.155,n.13. オリヴァー・
セント・ジョンは後に船舶税裁判でハムデンの弁護人になっている。酒井『船舶税』第 9 章。
59） この時グレイズ・インの学生も「イングランドでは今後再び議会は開かれないであろう」という見
方のあることを悲観的に述べている。C.Russell, Parliaments and English Politics 1621-1620 （1979）,p52；
J.H.Baker, The Legal Profession and Commons law: Historical Essays （1986）,p.222.























61） CSPV,1619-1621,p.456; 後見権の恩顧としての配分について、酒井『混合王政と租税国家』190-2 頁を、王
有林の売却と貸出・樹木販売・開拓地摘発をめぐる恩顧授与とその「腐敗」摘発についてについて酒
井『近世イギリスのフォレスト政策』第 3 章参照。
62） 1620 年 9 月のスペインによるパラチネット攻撃に対しては、国王以上に第三議会が反発し、二つの補
助税を承認した。この「供与の承認」と「苦情の救済」の関係について酒井「1620 年代イギリス議会
の『財布の支配』」『熊本学園大学経済論集』22-1・2（2015 年）,97-101 頁。
63）Sir Walter Raleigh,op.cit.,in The Harleian Miscellany,V,194,223.
64） Spedding, The Letters and the Life of Francis Bacon ,V,p.85.
65） McClure, Chamberlain Letters, Ⅰ, pp. 567. 568. 581；Cramsie,’Addled Parliament’,p.40. W. ヘイクウェ





























67） McClure, Chamberlain Letters, Ⅰ, p. 581. 顧問官エドワード・クックは恩赦が収益目的で販売された事
例はないとした。たしかにエドワード三世は犯罪人に軍役につくことを見返りに恩赦を発行したので
あって、収益を目的とはしていなかった。この点ヘイクウェルの議論は誤りであろう。W.M.Ormond, 
The Reign of Edward III（2000）,p.57；Cramsie, ‘Addled Parliament’,p.40.
68） ジェイムズは 1616 年 12 月に暫時恩赦販売案に傾く姿勢を示した。McClure, Chamberlain Letters, Ⅰ, 






























意すべきは、文中にある「この 10 年」は 1610 年から 20 年をさしており、ジェイムズ一世の



















十分ではなく、海外からの新収入の模索がなされた。1612 年 11 月に 12 歳の皇太子チャール
ズの国際結婚の活動が始められた。持参金が目当てであった。フランスの王女とスペインの王
女との結婚政策が並行してすすめられた。いずれも難航して交渉は速やかに成果を生むこと





難になった。ジェイムズ一世の 1610 年～ 20 年の「親政」とその子チャールズ一世の 1629 年
～ 40 年の「親政」はともに議会抜きの統治の試行であった。議会の「供与の承認」は「苦情
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同 「1620 年代イギリス議会の『財布の支配』」『熊本学園大学経済論集』22-1・2（2015 年）
薩摩秀登『物語チェコの歴史』（中公新書､ 2010 年）




  The parliament of 1614（the second of James I）was called 
“addled ”. The king, deeply in debt, summoned the parliament in 
the hope that it would grant him a large supply. He appealed for 
supply, but the Commons felt that it should be postponed. Once the 
dangerous matter of impositions, unparliamentary customs duties, 
was brought up, it would certainly help wreck the parliament. In 
fact, it was dissolved only after two months after the opening. If 
the fruitless “addled parliament” set aside, England was under “10 
years’Personal Rule” from the dissolution of first in 1611 to the 
summoning the third in 1621. The king, who should meanwhile ‘live 
of his own’without the parliamentary grant of supply, was forced to look 
for new incomes by himself. These were the dowry of Charles’s bride,’
benevolence’,the sale of ‘Cautionary towns’, the sale of general 
pardon and Cockayne’project etc. In view of the failure of the new 
fiscal policy ,this paper try to show the distinct feature of ‘James I’
s 10 years personal rule’.
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